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自
民
党
県
連
主
催
に
よ
る
平
成
22
年
度

の
「
市
町
知
事
陳
情
」
が
、
西
条
ブ
ロ
ッ
ク

7
／
21
、
今
治
ブ
ロ
ッ
ク
7
／
22
、
八
幡
浜

ブ
ロ
ッ
ク
7
／
27
、
宇
和
島
ブ
ロ
ッ
ク
7
／

28
、
松
山
ブ
ロ
ッ
ク
8
／
10
の
5
日
間
の
日

程
に
よ
り
各
地
で
順
次
、
行
わ
れ
た
。

　

陳
情
に
は
、
県
内
全
20
市
町
長
及
び
支

部
役
員
等
が
出
席
し
、
各
市
長
の
重
要
施

策
に
関
す
る
陳
情
が
行
わ
れ
た
。

　

各
町
の
陳
情
項
目
は
次
の
と
お
り
。

（
上
島
町
）

一　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
支
援

二　

県
道
岩
城
環
状
線
整
備
の
促
進

三　

離
党
医
療
の
充
実

◦
自
民
党
弓
削
支
部

　

①　

地
域
活
性
化
の
た
め
の
支
援

◦
自
民
党
岩
城
・
生
名
支
部

　

①　

上
島
架
橋
の
推
進

◦
自
民
党
魚
島
支
部

　

①　

離
島
航
路
に
対
す
る
補
助
制
度
の

充
実

（
久
万
高
原
町
）

一　
「
道
の
駅
」
整
備
促
進

二　

地
域
材
の
利
用
促
進

三　
「
全
国
森
林
環
境
税
」の
創
設
な
ど
森

林
の
整
備
・
保
全
等
を
担
う
市
町
村
の

財
源
強
化
に
関
す
る
施
策
の
推
進

◦
自
民
党
久
万
支
部

　

①　

県
道
上
尾
峠
久
万
線
の
整
備
促
進

◦
自
民
党
面
河
支
部

　

①　

国
道
４
９
４
号
の
整
備
促
進

◦
自
民
党
美
川
支
部

　

①　

国
道
柳
谷
美
川
線
の
整
備
促
進

◦
自
民
党
柳
谷
支
部

　

①　

四
国
カ
ル
ス
ト
観
光
関
連
路
線
の

整
備
促
進
（
県
道
猪
状
西
谷
線
、
国

重
要
施
策
推
進
で
陳
情

全
20
市
町
長
が
知
事
に
説
明

道
４
４
０
号
、
四
国
カ
ル
ス
ト
公
園

縦
断
線
）

（
砥
部
町
）

一　

基
幹
農
道
（
松
山
南
部
2
期
地
区
）

の
早
期
完
成

二　

学
校
施
設
の
耐
震
化
の
推
進

三　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

◦
自
民
党
砥
部
支
部

　

①　

果
樹
産
地
体
質
強
化
促
進
事
業

（
県
単
）
の
継
続

◦
自
民
党
広
田
支
部

　

①　

生
活
道
路
改
良
整
備
事
業
（
県
道

上
尾
峠
久
万
線
）
の
整
備
促
進

（
松
前
町
）

一　

北
黒
田
海
岸
整
備
事
業

二　

Ｊ
Ｒ
四
国
車
両
貨
物
基
地
移
転
に
伴

う
周
辺
整
備

三　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備

◦
自
民
党
松
前
支
部

　

①　

県
道
の
交
差
点
改
良（
浜
交
差
点
・

永
田
交
差
点
）

（
内
子
町
）

一　

県
道
・
鳥
首
五
十
崎
線
五
十
崎
バ
イ

パ
ス
整
備
事
業

二　

山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業

三　

重
要
文
化
財
上
芳
我
家
等
住
宅
保
存

修
理
事
業

◦
自
民
党
内
子
支
部

　

①　

国
道
56
号
危
険
箇
所
早
期
改
良

◦
自
民
党
五
十
崎
支
部

　

①　

県
道
・
内
子
河
辺
野
村
線
の
早
期

改
良
促
進

◦
自
民
党
小
田
支
部

　

①　

第
一
次
産
業
（
林
業
）
の
振
興

（
伊
方
町
）

一　

果
樹
産
地
体
質
強
化
促
進
事
業
の
継

続

二　

普
及
指
導
員
の
常
駐

三　

地
域
活
性
化
の
支
援

◦
自
民
党
伊
方
支
部

　

①　

県
道
鳥
井
喜
木
津
線
の
重
点
改
良

◦
自
民
党
瀬
戸
支
部

　

①　

国
道
１
９
７
号
及
び
県
道
喜
木
津

線
の
改
良

　
　

ⅰ　

濃
霧
対
策

　
　

ⅱ　

ト
ン
ネ
ル
内
の
ラ
ジ
オ
受
信
整
備

　
　

ⅲ　

県
道
喜
木
津
線
の
改
良

◦
自
民
党
三
崎
支
部

　

①　

県
道
佐
田
岬
三
崎
線
の
道
路
改
良

（
松
野
町
）

一　

地
域
医
療
存
続
の
た
め
の
医
師
確
保

二　

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
推
進

◦
自
民
党
松
野
支
部

　

①　

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業
の

推
進

（
鬼
北
町
）

一　

市
町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
不
足

に
対
す
る
医
師
派
遣
対
策
の
強
化

二　

企
業
誘
致
の
推
進

三　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

◦
自
民
党
鬼
北
支
部

　

①　

国
道
及
び
県
道
の
改
良
事
業

（
愛
南
町
）

一　

四
国
8
の
字
ル
ー
ト
（
四
国
西
南
地

域
）
の
早
期
整
備

二　

県
立
南
宇
和
病
院
の
医
療
体
制
の
充

実
三　

南
予
地
域
（
四
国
西
南
地
域
）
の
雇

用
対
策

◦
自
民
党
愛
南
支
部

　

①　

県
道
の
整
備
促
進

　

こ
の
ほ
か
、
各
市
の
陳
情
項
目
は
次
の

と
お
り
。

（
新
居
浜
市
）
医
療
拠
点
機
能
の
充
実
強

化
・
近
代
化
産
業
遺
産
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
・
国
領
川
河

川
整
備
の
推
進

（
西
条
市
）
東
予
港
港
湾
施
設
の
整
備
促

進
・
地
域
医
療
の
充
実
・
地
方
道
路
整

備
促
進

（
四
国
中
央
市
）
重
要
港
湾
三
島
川
之
江

港
及
び
一
般
国
道
11
号
川
之
江
三
島
バ

イ
パ
ス
の
整
備
促
進
・
職
員
の
相
互
派

遣
・
遍
路
道
に
お
け
る
道
標
の
四
国
4

県
連
携

（
今
治
市
）
獣
医
師
養
成
系
大
学
の
設
置
に

関
す
る
取
組
み
・
西
瀬
戸
自
動
車
道
の

料
金
制
度
の
継
続
及
び
軽
車
両
等
通
行

料
金
の
無
料
化
・
新
ご
み
処
理
施
設
の

整
備

（
松
山
市
）
松
山
港
の
重
点
港
湾
（
仮
称
）

へ
の
選
定
・
愛
媛
地
方
税
滞
納
生
理
機

構
の
運
営
に
係
る
支
援
強
化
・
愚
陀
佛

庵
の
復
元

（
伊
予
市
）
県
道
広
田
双
海
線
の
道
路
改

良
促
進
・
林
道
鵜
崎
杖
立
線
の
解
説
促

進
・
主
要
地
方
道
久
万
中
山
線
の
道
路

改
良
促
進

（
東
温
市
）
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
（
愛

媛
大
学
医
学
部
周
辺
）の
整
備
促
進
、県

営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
東
温

地
区
）
の
促
進
・
南
吉
井
地
区
排
水
対

策
事
業
の
促
進

（
八
幡
浜
市
）
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
医
師

確
保
対
策
及
び
病
院
改
築
へ
の
支
援
・

八
幡
浜
港
地
域
交
流
拠
点
整
備
事
業
・

女
性
特
有
の
検
診
事
業
等
に
係
る
財
政

支
援

（
大
洲
市
）
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
着

実
な
推
進
・
地
域
活
性
化
の
た
め
の
産

業
振
興
・
小
学
校
統
廃
合
に
係
る
通
学

道
路
の
整
備
促
進

（
西
予
市
）
松
山
自
動
車
道
・
西
予
宇
和

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
建
設
と
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
・
元
気
な
集

落
づ
く
り
事
業
に
お
け
る
「
地
域
支
援

プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
創
設
・
救
急
隊
2
名

体
制
で
の
運
用
が
可
能
と
な
る
制
度
の

見
直
し

（
宇
和
島
市
）
四
国
横
断
自
動
車
道
・
宇
和

島
道
路
の
早
期
整
備
及
び
高
速
道
路
関

連
事
業
の
整
備
促
進
・
久
島
架
橋
の
整

備
促
進
・
宇
和
島
港
大
浦
地
区
港
湾
整

備
事
業
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【
地
方
６
団
体
の
動
き
】

 

「
総
務
大
臣
と
地
方
6
団
体
会
合
」

を
開
催

　
　

8
月
4
日　

総
務
省
で

　
「
総
務
大
臣
・
地
方
6
団
体
会
合
」
が
8

月
4
日
に
総
務
省
で
開
催
さ
れ
、
全
国
町

村
会
・
同
議
長
会
な
ど
地
方
6
団
体
の
代

表
が
出
席
。
総
務
省
側
か
ら
は
、
原
口
総

務
大
臣
、
渡
辺
・
内
藤
総
務
副
大
臣
ほ
か

幹
部
が
出
席
し
、
会
談
を
行
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
原
口
総
務
大
臣
が
「
地
方

財
政
に
つ
い
て
は
、
概
算
要
求
基
準
を
閣

議
決
定
し
、
地
方
交
付
税
は
別
枠
と
な
っ

た
。
総
務
省
の
概
算
要
求
で
は
1
割
削
減

か
ら
さ
ら
に
深
堀
り
す
る
予
定
で
あ
る
。

地
方
税
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
地
方
消
費

税
、
地
方
環
境
税
の
問
題
も
、
年
末
の
税

制
下
区
画
に
向
け
て
、
地
方
の
意
見
を
体

現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
子
ど
も
手
当

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
の
制
度
設
計

は
地
域
主
権
戦
略
会
議
で
議
論
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
、
地
方
の
声
を
聞
か
ず

に
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。」と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
地
方
6
団
体
を
代
表
し
て
、
麻

生
全
国
知
事
会

長
（
福
岡
県
知

事
）
が
①
地
域

主
権
3
法
案
②

平
成
23
年
度
予

算
③
地
方
交
付

税
の
元
・
増
額

④
子
ど
も
手
当

⑤
一
括
交
付
金

な
ど
に
つ
い
て

要
望
し
た
。

　

第
１
６
３
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
高
知
県
当
番
に
よ
り
、
8

月
18
日
高
知
市
の
「
オ
リ
エ
ン
ト
ホ
テ
ル

高
知
」
に
お
い
て
、
四
国
4
県
の
会
長
及

び
事
務
局
長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
高
知
県
の
小
永
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
規
約
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
同
会
長
が
議
長
席
に
着

い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
庄
野
香
川
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　
　

事

1　

第
54
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

議
長
全
国
大
会
に

「
本
四
連
絡
高
速
道
路
の
通
行
料
金
」を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会　

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

恒
石
高
知
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
。

　
　

こ
の
結
果
、一
部
の
文
言
修
正
が
あ
っ

た
ほ
か
、
諸
般
の
状
況
を
踏
ま
え
、
後

日
、
微
調
整
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

※　

そ
の
後
、
別
掲
の
と
お
り
決
定
。

2　

第
51
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

当
番
の
恒
石
高
知
県
事
務
局
長
か
ら

資
料
に
基
づ
く
説
明
が
あ
り
、了
承
し
た
。

3　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

⑴　

第
52
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

「四国8の字ネットワーク」のミッシングリンク解消及び
本州四国連絡高速道路の通行料金に関する要望

　「四国 8の字ネットワーク」は、高度医療施設への緊急搬送や災
害時の輸送などの重要な役割を担う「命の道」であるとともに、本
州四国連絡高速道路と一体となり四国の自立と交流の拡大による
産業振興や雇用の拡大、広域観光圏の形成など大きな効果をもた
らすものであり、真に必要な道路として、その早期整備は四国の
切なる願いである。
　しかしながら、四国内の高規格幹線道路網の現状は、東西両地
域にミッシングリンク（未連結区間）を抱えており、このままで
は近い将来確実に襲ってくる南海地震等に必要不可欠となる緊急
輸送路としての役割が果たせないこととなる。
　このミッシングリンクの解消は、「命の道」の観点から、国が責
任を持って確実に連結するとともに、そのために必要な財源を確
保し、早期解消が図られなければならない。
　また、本年 4 月に発表された本州・九州等の高速道路との間に
大きな差異を設けた本州四国連絡高速道路の新たな料金割引制度
は、地域間格差の拡大を助長する施策と言わざるを得ず、四国が
他の圏域と同じスタートラインに立ち、地域独自の工夫を凝らし
地域間の連携・競争をしていくうえで、大きな障壁となると危惧
するものであり、到底受け入れることは出来ない。
　よって、国は次の事項について早急に適切な措置を講じられる
よう強く要望する。

記
1　四国の自立と発展のために必要不可欠である高規格幹線道路
網「四国8の字ネットワーク」の早期実現を図るため、ミッシン
グリンク（未連結区間）については、国が責任を持って整備計画
に位置付けるとともに、そのために必要な財源を確保すること。
2　本州四国連絡高速道路の効果を十分に発揮させ、かつ、地域間
格差を是正するため、高速道路の料金については、全国一律の
料金制度とすること。

会
研
修
会
に
つ
い
て（
徳
島
県
）　　

　

森
徳
島
県
局
長
か
ら
23
年
度
の
研

修
会
の
持
ち
方
に
つ
い
て
問
題
提
起

が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

⑵　

町
村
議
長
会
と
町
村
会
の
連
携
に

つ
い
て
（
香
川
県
）

　
　
　

玉
地
香
川
県
局
長
か
ら
問
題
提
起

が
あ
り
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

⑶　

各
県
議
長
会
の
要
望
活
動
並
び
に

政
党
及
び
国
会
議
員
へ
の
対
応
な
ど

（
香
川
県
）

　
　

玉
地
香
川
県
局
長
か
ら
問
題
提
起
が

あ
り
、
各
県
ご
と
に
状
況
説
明
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
23
年
3
月
に
香
川
県
で
開

催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
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第
64
回
町
村
議
会

 
　
　
事
務
局
職
員
研
修
会

全
国
か
ら
２
０
０
名
が
参
加
！

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
第
64
回
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会
」

が
8
月
5
～
6
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
東

京
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
砂
防
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
町
村
議
会
事
務
局
職

員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
議
会
機
能
の
高

揚
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
も
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
２
０
０

人
の
議
会
事
務
局
職
員
等
が
出
席
し
、
地

域
主
権
改
革
や
地
域
づ
く
り
な
ど
を
テ
ー

マ
に
研
さ
ん
を
積
ん
だ
。

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
町
立
久
万
美
術
館
特
別
展

　「
鉄
を
叩
く
―
多
和
圭
三
展
」

【
会
期
】
２
０
１
０
年
9
月
4
日
㈯

～
10
月
31
日
㈰

久
万
高
原
町

　

鉄
の
ハ
ン
マ
ー
で
、
鉄
の
塊
を
叩
く
。

多
和
圭
三(

１
９
５
２
年
、
旧
大
三
島
町

生
ま
れ
）
は
、
従
来
の
「
刻
む
」「
彫
る
」

「
形
づ
く
る
」と
い
う
彫
刻
の
一
般
的
な
技

法
と
は
一
線
を
画
し
た
方
法
で
、
作
品
を

制
作
し
て
い
ま
す
。
叩
か
れ
た
鉄
塊
の
表

面
は
銀
白
色
の
鈍
い
光
を
放
ち
、
未
だ
か

つ
て
見
せ
た
こ
と
の
な
い
表
情
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
ま
す
。
あ
る
も
の
は
激
し
く
ざ

わ
め
き
、
あ
る
と
き
は
静
謐
な
た
た
ず
ま

い
を
湛
え
て
い
ま
す
。
た
だ
の
塊
に
過
ぎ

 

全
国
議
会
広
報
研
修
会

 

開
か
れ
る
　

砥
部
町
議
会
か
ら
5
人
が
参
加

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
第
72
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」が
8
月

25
～
26
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
の
議
会
広

報
編
集
委
員
等
約
５
０
０
人
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
議
会
活
動
に
対
す
る

住
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
議

会
広
報
実
務
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修

及
び
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
議
会
広
報

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

2
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
会
の
1
日
目
は
、
わ
か
り
や
す
い

文
章
表
現
・
読
み
や
す
い
表
記
に
つ
い
て
、

世
論
に
響
く
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
広
報
・
広
聴
活
動
を
す
る
際
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
各
講
師
か

ら
ぞ
れ
講
演
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
2
日
目
に
は
3
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、

「
議
会
広

報
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
が

行
わ
れ
た
。

　

な
お
、

本
県
か
ら

は
砥
部
町

議
会
の
広

報
編
集
委

員
5
人
が

参
加
し
た
。

な
か
っ
た
鉄
が
、
有
機
的
な
「
何
か
」
に

変
化
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
豊
潤
な
表

情
か
ら
、「
生
命
の
鼓
動
」
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
多
和
が
自
ら
の

肉
体
を
通
じ
て
、
鉄
と
の
関
係
を
探
り
な

が
ら
対
話
を
深
め
、
空
気
、
温
度
、
湿
気

と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
自
然
を
宿
ら
せ

た
証
な
の
で
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、「
叩
か
れ
た
作

品
」ば
か
り
で
な
く
、叩
く
以
前
の
作
品
か

ら
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な
ど
最
新
作
ま
で
、
30

年
余
り
の
制
作
活
動
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま

す
。
人
間
と
自
然
と
鉄
。
そ
れ
ら
が
共
鳴

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
生
命
」
が
宿
る
作

品
の
魅
力
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
町
立
久
万
美
術
館
ま
で
。

（
☎
０
８
９
２
―
２
１
―
２
８
８
１
）

右
・︽
無
題
︾︵
２
０
０
２
年
︶

上
・︽
沼
︾︵
１
９
９
１
年
︶
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８
月
の
会
と
催
し

▽
１
日
＝
南
加
愛
媛
県
人
会
１
０
０
周
年

記
念
式
典

▽
４
日
＝
平
成
22
年
度
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
理
事
会

▽
５
日
＝
第
64
回
町
村
議
会
事
務
局
職
員

研
修
会
（
６
日
ま
で
）

▽
９
日
＝
㈳
愛
媛
県
園
芸
振
興
基
金
協
会

平
成
22
年
度
第
１
回
運
営
委
員
会

▽
10
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
平
成
22
年
度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
18
日
＝
第
１
６
３
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会

▽
20
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
会

計
監
査
、
労
働
安
全
衛
生
業
務
担
当
者

研
修
会

▽
24
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
局
長
会

議
、㈳
日
本
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

総
会

▽
25
日
＝
第
72
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
26
日
ま
で
）

▽
26
日
＝
愛
媛
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

議
会

▽
27
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議

会

　
超
高
齢
社
会
に
翳
り

　

今
夏
は
、
暑
い
！
暑
い
！
、
連
日
の
酷

暑
。
盂
蘭
盆
が
過
ぎ
、
処
暑
が
過
ぎ
て
も

今
年
の
猛
暑
は
緩
ま
な
い
。日
本
列
島
は
、

偏
西
風
の
北
偏
、
チ
ベ
ッ
ト
高
気
圧
、
太

平
洋
高
気
圧
の
3
重
層
が
猛
暑
の
原
因
と

の
こ
と
。
北
半
球
は
、
涼
し
さ
を
連
想
す

る
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
、
欧
州
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
も
酷
熱
の
波
に
包
ま
れ
た
。
異
常
気

象
の
序
章
か
。

　

何
処
の
観
測
所
も
史
上
最
高
へ
記
録
更

新
、
摂
氏
35
度
以
上
の
猛
暑
日
、
熱
帯
夜

の
連
続
は
治
ま
り
そ
う
に
も
な
く
9
月
も

つ
づ
く
予
報
で
あ
る
。
因
み
に
、
緑
芝
生

の
上
に
高
床
式
で
風
通
し
の
よ
い
「
百
葉

箱
」
と
灼
熱
の
照
り
返
す
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

道
路
上
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
熱
が
漂
う
歩

道
上
と
の
気
温
差
は
大
き
く
違
う
。
た
だ

暑
さ
の
経
済
効
果
は
、
約
６
６
０
０
億
円

と
あ
る
。

　
『
熱
中
症
！
』
を
今
夏
ほ
ど
意
識
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
全
国
で
４
６
，
７

２
８
人
が
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
、
１

５
８
人
が
死
亡
（
5
月
31
日
か
ら
8
月
29

日
）、
内
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
た
。

　

今
夏
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
、
弱
り
目

に
祟
り
目
で
あ
る
。
以
前
か
ら
の
積
み
重

ね
の
結
果
で
あ
る
が
現
実
性
の
な
い
所
在

不
明
の
高
年
齢
者
が
次
か
ら
次
と
出
現
、

世
間
を
驚
愕
さ
せ
た
。
高
齢
者
に
と
っ
て

運
転
免
許
の
も
み
じ

4

4

4

マ
ー
ク
云
々
ど
こ
ろ

で
は
な
い
。

　

世
界
一
の
長
寿
を
誇
る
日
本
。
平
均
寿

命
も
女
性
世
界
第
１
位
、男
性
第
４
位
は
、

不
老
長
寿
の
薬
を
求
め
る
者
か
ら
羨
ま
し

が
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
今
年
な
ん
と

最
高
２
０
０
歳
の
人
（
長
崎
県
壱
岐
市
の

戸
籍
上
）、
本
県
宇
和
島
市
の
文
政
４
年

生
ま
れ
１
８
９
歳
の
人
な
ど
全
国
各
地
か

ら
、
生
存
は
な
い
で
あ
ろ
う
超
高
年
齢
者

が
ぞ
く
ぞ
く
と
現
れ
！
。
70
歳
以
上
で
１

１
，
７
０
７
人
の
家
出
人
。
１
０
０
歳
以

上
の
行
方
不
明
者
な
ど
論
外
で
あ
る
。
現

社
会
で
は
行
旅
死
亡
人
が
多
く
、
無
縁
死

（
高
齢
者
が
多
い
）
は
全
国
で
年
約
３
２
，

０
０
０
人
、
奇
し
く
も
自
殺
者
数
と
ほ
ぼ

同
数
で
あ
る
。

　

戸
籍
は
、
人
の
出
生
か
ら
死
に
至
る
ま

で
を
登
録
し
、
親
族
関
係
を
登
録
し
、
公

に
証
明
し
た
も
の
、
個
人
、
親
族
が
届
け

る
と
あ
る
…
。

　

自
身
の
親
が
何
処
に
居
る
か
、
生
死
さ

え
分
か
ら
な
い
子
供
が
実
在
す
る
こ
と
自

体
、
理
解
出
来
な
い
。
ま
し
て
や
“
情
”
絡

み
で
な
く
、
親
の
遺
体
を
隠
し
そ
の
年
金
受

給
で
あ
れ
ば
言
語
同
断
で
あ
る
。
先
の
大
戦

後
の
貧
困
時
代
で
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

わ
が
国
の
“
人
の
道
”
倫
理
、
家
族
の
絆
の

希
薄
か
ら
崩
壊
が
、
た
ま
た
ま
今
の
高
齢
社

会
に
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
。

　

酷
暑
の
今
夏
、
経
済
状
況
も
依
然
と
し

て
厳
し
く
、回
復
に
向
け
て
の
策
即
決
断
・

実
行
展
開
に
あ
ら
ず
、“
注
視
”
の
み
で
は

残
念
！
。
事
の
外
、“
酷
”
に
感
ず
る
。
い

ろ
ん
な
面
で
今
夏
か
ら
秋
を
飛
び
越
え
、

厳
冬
到
来
と
な
る
の
で
は
、
超
高
齢
化
社

会
の
平
穏
に
も
翳
り
が
…
。

　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
忍
耐
と
は
、
希
望
を
持
つ
こ
と
の
技
術

で
あ
る
」

　
　
　
（
ヴ
オ
ー
ヴ
ナ
ル
グ

　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ス
の
人
生
評
論
家
）

一

筆

分権時代分権時代に期待される議会・議員活動の指針

議 員 必 携
定価 2,940円

編集　全国町村議会議長会

地 方 議 会 議 員 の 研 修 誌

地 方 議 会 人
地方議員必読の月刊誌

講読料 月 660円

共同 全国町村議会議長会
編集 全国市議会議長会

お申込みは議会事務局へ
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